
第３学年 国語科学習指導案 

単元名 はじめて知ったことを「ブックトークタイム」で友だちと伝え合おう 

教材名 「鳥になったきょうりゅうの話」（光村図書 ３年） 

身に付けさせたい力 文章を読んで感じたことや考えたことを共有し、一人一人の感じ方に

違いがあることに気づくことができる力。  思・判・表 C（１）カ 

 
３年１組 30 名 ２組 29名 ３組 29 名 ４組 30名 ５組 29 名 

 

１ 単元の目標 

・幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識や情報を得ることに役立つことに気づくことができる。

〔知識〕（３）オ 

・文章を読んで感じたことや考えたことを共有し、一人一人の感じ方などに違いがあることに気づくこ

とができる。〔思・判・表〕C（１）カ 

・積極的に幅広く読書に親しみ、学習課題に沿って本を読んだり、友達の紹介する本に興味をもったり

している。〔学びに向かう力・人間性等〕 

 
 
２ 単元の評価規準 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

① さまざまな本に触れた

り、出会ったりするなか

で、読書が知識や情報を

得ることに役立つことに

気づいている。 

① 文章を読んで理解したことに基づ

いて、感想をもっている。 

② 本を読んで知ったことを伝え合

い、一人一人の興味や感じ方など

に違いがあることに気づいてい

る。 

 

① 積極的に幅広く読書に親し

み、学習課題に沿って、本を

読んで驚いたり感心したりし

たことを見つけている。 

② 友達が発表した本に興味をも

ち、学習したことを今後の読

書生活にいかそうという思い

をもっている。 

 

３ 単元について 

（１）学習過程の工夫（言語活動の設定） 【手立て①】  

  本単元の学習は、幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識や情報を得ることに役立つことに気づくこと

ができること、また、文章を読んで感じたことや考えたことを共有し、一人一人の感じ方などに違いがある

ことに気づくことができることをねらいとする。そのねらいを達成するために、児童が科学読み物を読んで

「初めて知ったこと」に焦点を当てて、本を読んで初めて知った時の驚きや感動を友達に伝える言語活動を

ゴールに設定する。ゴールの活動に向けて、「鳥になったきょうりゅうの話」を共通教材として扱い、言語

活動のイメージをもたせるようにする。単元の終盤で本の紹介をする時には、１学期の「もっと知りたい、

友だちのこと（話すこと・聞くこと教材）」で学んだ質問の技を生かして友達がその本を選んだ背景まで共

有できるようにする。以上のことを通して、上記のねらいを達成できるようにする。 

 

 

学ぶ ・ 使う 生かす 

国語 

「もっと知りたい、友だちのこと（話すこと・聞くこと教材）」

 「自分が友達にもっと知ってほしいこと」を話題

に設定し、「トークタイム」を行う。友達の話を聞

いて、もっと知りたくなったことを５W１H「いつ、

どこで、だれと、何を、どのように、なぜ（どうし

て）」の質問の技カードを使って質問する。あいづ

ちの例も示し、よい聞き方についても考える。 

国語 

はじめて知ったことを知らせよう 

「鳥になったきょうりゅうの話」（読むこと教材） 

友達が紹介した本について、紹介した理由など

をもっと詳しく知るために、話すこと・聞くこと

で学んだ質問の技を生かす。どうしてその本を紹

介したのかという背景を質問して詳しく知ること

で、友達の紹介する本に対する興味を深めてい

く。また、ペアやグループの話合い活動でも日常

的に質問の技カードを活用し、「生かす」経験を

積み重ねていく。 

 



（２）教材について 

「鳥になったきょうりゅうの話」は恐竜を題材にした科学読み物であり、これまで物語や文学的文章しか

手に取ってこなかった児童にとっては新しいジャンルに目を向けるきっかけとなる教材である。普段自分た

ちが目にしている鳥が恐竜に進化していることは、多くの児童にとって意外な事実である。これまで知らな

かったことを知り、喜びを味わうことができる。また、これまで知らなかったことへの興味は人それぞれ視

点が違い、同じ本を読んでも自分と他者の興味のもち方が違うことや、感じ方が違うことに気づくことがで

きる。 

４－１ 「もっと知りたい、友だちのこと」（全６時間 学ぶ・使う段階） 

過

程 
時 学習活動 指導上の留意点 

評価規準 

評価方法等 

学 

ぶ 

１ 

 

 

○２年生での話すこと・聞くことで学

んだことを想起する。 

〇単元のゴールを設定し、学習計画を

立てる。 

 

 

 

・２年生の時の教師のモデル動画を

活用して思い出させる。 

 

 

 

＊指導案上

に記載でき

ないため今

回は省略 

２ 

 

 

○「友達に知らせたいこと」の発表

メモを作成する。 

・イメージマップを使って紹介した

いことを想起させる。 

・教師のモデル文を示し、発表メモ

のイメージをもたせる。 

・話題が決まらない児童には、他児

童の話題を共有したジャムボード

を見せ、考えの手掛かりにさせ

る。 

 

３ ○質問の仕方やよい話の聞き方につ

いて整理する。 

〇質問の技カードを使って、質問の

練習をする。 

 

 

 

 

・質問の技カードを作成して配布

し、質問の手掛かりにさせる。ま

た、「質問の技①（５W１H）」と

「質問の技②（オープンクエスチ

ョン）」に分類して示し、それぞ

れの使い方を説明する。裏面には

「あいづちの例」をのせ、よい聞

き方の手掛かりにさせる。 

 

使 

う 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

○よい聞き方について考える。 

〇質問の技カードを使って３～４人

グループで「トークタイム」（１

回目）を行う。 

「トークタイム」の流れ 

①Ａが発表する。 

②ＡにＢとＣが質問する。 

③ＢとＣはＡの話を聞いて心に残っ

たことを最後にＡに伝える 

 

○前回の「トークタイム」を振り返

る。 

〇「トークタイム」（２回目）を行

う。 

・教師のモデル動画を２本見せて、

比較させ、よい聞き方のポイント

について自分たちで気づくことが

できるようにする。 

・「トークタイム」の様子は学習者

用コンピューターを使って動画で

撮影し、自ら振り返って次回に生

かすことができるようにする。ま

た、教師にも提出させ、個別に指

導・助言をできるようにする。 

 

 

６ 〇友達の話を聞いて心に残ったこと

を共有する。 

〇学習を振り返る 

〇学んだこと、できるようになった

ことを言語化してノート等に残し

ておき、振り返ることができるよ

うにする 

 

 

もっと知りたいことを考えて、しつもんしよう 



４－２「生かす」への接続 

はじめて知ったことを知らせよう「鳥になったきょうりゅうの話」（全６時間 生かす段階） 

過

程 
時 学習活動 指導上の留意点 

評価規準 

評価方法等 

 

１ 

 

 

○本を読んで「初めて知ったこと」を

見つけた時の体験を想起する。 

〇単元のゴールを設定し、学習計画を

立てる。 

 

 

 

・教師の「初めて知ったこと」の体

験を聞き、単元のゴールのイメー

ジをもたせる。 

・児童の言葉を使って学習計画を立

て、主体的な学びを促す。 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

○図鑑や科学読み物のジャンルにつ

いて知る。 

〇「鳥になったきょうりゅう」の話

を読み、初めて知ったことをテー

マに発表メモを作成する。 

・発表メモの例を示し、「初めて知

ったこと」をテーマにした発表メ

モの書き方をイメージさせる。 

ア―① 

【発表メ

モ】 

３ ○司書の先生に選書してもらった6冊

の科学読み物の紹介を聞く。 

 

〇読みたいと思った本を読む。 

 

〇「初めて知ったこと」を書き出

す。 

・本をＰＤＦ化して児童に配布し、

いつでも、どこでも本を読み返す

ことができるようにする。（事前

に読んでおくように伝える。） 

ウ―① 

【発言・ワ

ークシー

ト】 

４ 

 

〇「初めて知ったこと」の中から友

達に最も伝えたいと思ったことを

選ぶ。 

〇発表メモを作成する。 

・「鳥になったきょうりゅう」でつ

かったワークシートと同じものを

使うことで見通しをもたせる。 

イ―① 

【発表メ

モ】 

生 

か 

す 
 

５ 

本 

時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

〇同じ本を選んだ友達と３人グルー

プを作り、「ブックトークタイ

ム」を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇違う本を選んだ友達と３～４人グ

ループを作り、「ブックトークタ

イム」を行う。 

〇気になった本を読み、読んだ一言

感想を紹介してくれた友達に伝え

る。 

 

〇学習を振り返り、学んだことを言

語化して残す。 

・教師の「ブックトークタイム」の

動画を２本（よい例、悪い例）見

せ、よい発表の仕方、話の聞き方

について考えさせるとともに、活

動のイメージをもたせる。 

 

・同じ本を選んだ友達と「ブックト

ークタイム」を行うことで、同じ

本を選んでいても興味のもち方や

感じ方が違うことに気づかせる。 

 

・質問の技カードの質問の技②を使

って、友達の初めて知ったときの

驚きや感動の気持ちをくわしく引

き出し、共感させる。 

イ―② 

【発言・ワ

ークシー

ト】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ―② 

【発言】 

はじめて知ったことを「ブックトークタイム」で友だちと伝え合おう 



５－１  本時①の学習（５／６時間目） 

（１）目標 
 同じ本を選んだ友達と「ブックトークタイム」を行い、同じ本を選んでいても興味のもち方や感じ方が違

うことに気づく。 
（２）展開 
 学習活動 ・予想される児童の反応 ＊指導上の留意点 ◆評価 
導

入 
１ 前時までの学習を振り返る。 
 

２ 学習課題を確認する。 

 

 

 

 

＊【手立て② 思考を促す働きかけの工夫】 

  同じ本を選んだ友達と「ブックトークタイ

ム」を行い、自分の考えと比べて似ているとこ

ろやちがうところを見付けることで、友達のこ

とをより理解できたり、本の魅力について理解

が深まったりすることを伝え、何のために交流

するのかを意識させる。 

 

 

 

展

開 
３ 教師の「ブックトークタイム」の動画を２本

観て、違いを比べ、交流のポイントについて

考える。 

 ①選んだ理由を引き出す 

⇒質問の技１「どうして？」 

②びっくりした気持ちを引き出す 

⇒質問の技２「もうすこしくわしく教えて」 

 

４ 同じ本を選んだ友達と３人グループを作り

「ブックトークタイム」を行う。 

【「ブックトークタイム」の流れ】 

①A が発表メモを使って初めて知ったことを中

心に本を紹介する。 

②B・Cは質問の技を使って、どうしてその本

を選んだのか、びっくりした気持ちなどをく

わしく引き出す。 

＊B・Cも同様に発表を行う。一人４分程度 

③３人の発表を終えて、にているところやちが

うところを話し合う。 

④交流して考えたことをワークシートに書きこ

む。 

【手立て③ 可視化の工夫】 

＊教師の「ブックトークタイム」の動画を２本見せ

て比較させ、よい発表の仕方、話の聞き方につい

て考えさせるとともに、活動のイメージをもたせ

る。児童から出された意見は板書して可視化し、

活動中も意識できるようにする。 

 
＊本時で使いやすい質問の技を★印で示す。 

 

＊同じ本を選んだ友達と「ブックトークタイム」

を行うことで、同じ本を選んでいても興味のも

ち方や感じ方が違うことに気づかせる。 

 

ᆂイ―②（発言・ワークシート） 

ま 
と 
め 

４ 交流して考えたことを全体共有する。 

５ めあてに対して振り返りを行い、学んだこと

できるようになったことを全体で確認する。 

６ 次時の見通しをもつ。 

【手立て② 学んだことの意識づけ】 

＊①今回学んだことできるようになったこと 

 ②次の授業でがんばりたいこと 

 の２点を振り返り、学びを言語化して残す。 

（３）板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

友達と自分の考えをくらべて、にているところやちがうところを見つけよう 

は
じ
め
て
知
䣬
た
こ
と
を
䣓
ブ
䣹
ク
ト
䤀
ク
タ
イ
ム
䣔
で
友
達
に
知
ら
せ
よ
う 

 

ス
ク
リ
䤀
ン 

め
あ
て 

 

友
達
と
自
分
の
考
え
を
く
ら
べ
て
䣍
に
て
い
る

と
こ
ろ
や
ち
が
う
と
こ
ろ
を
見
つ
け
よ
う 

 

䣗
交
流
の
ポ
イ
ン
ト
䣘 

 

・
本
を
え
ら
ん
だ
理
由
を
き
く 

→

質
問
の
技
①
䣓
な
ぜ
䥹
ど
う
し
て
䥺
？
䣔 

 

・
お
ど
ろ
い
た
気
持
ち
を
き
く 

→

質
問
の
技
②
䣓
も
う
す
こ
し
く
わ
し
く
䣔 

䣗
ト
䤀
ク
タ
イ
ム
の
流
れ
䣘 

①
Ａ
が
し
䣯
う
か
い 

②
Ｂ
・
Ｃ
は
質
問
す
る 

＊
Ｂ
・
Ｃ
も
交
代
し
て
し
䣯
う
か
い
す
る 

䥹
し
䣯
う
か
い
が
お
わ
る
䥺 

③
に
て
い
る
と
こ
ろ
・
ち
が
う
と
こ
ろ
を
話
し
合
う 

④
ワ
䤀
ク
シ
䤀
ト
に
考
え
た
こ
と
を
書
く 

【事前】１組 
【研究】５組 
【事後】２・３・４組 



６ 資料 
 
 

しつもんのわざカード 

しつもんのわざ① 
①いつ？ 

②どこで？ 

③だれが？ 

④何を？ 

⑤どのように？ 

⑥なぜ（どうして）？ 
 

しつもんのわざ② 
①～というと？ 

②どんなかんじ？ 

③たとえば？ 

④ぐたいてきには？ 

⑤もうすこしくわしくおしえて 

⑥エピソードをおしえてください 

⑦なんでもいいよ 

⑧ほかには？ 

 

名前 

聞き方のわざカード 

 

 

あいづち 

（はなしたくなる聞き方） 

①うんうん 

②なるほど 

③わかる、わかる 

④そうなんだ 

⑤へえ 

⑥そうだよねえ 

⑦それで、それで 
⑧そっかあ 

 


